
 

                                                         

 

 
古道「船橋仲通り」と船橋まちづくりセンターの変遷 

現在の船橋まちづくりセンターの前の道は古くから使われている古道で

「船橋仲通り」と呼ばれていました。現在成城消防団第 3 分団の倉庫があ

るあたりには火
ひ

の見
み

櫓
やぐら

があったそうです。まちの中心で、お豆腐屋さんも

あったとか。かつては砧第二出張所（船橋まちづくりセンターの前身）の

建物もこのあたりにあり、昭和 37 年に現まちづくりセンターの建物が出

来るまで使われておりました。 

 現在建築中の船橋まちづくりセンターも船橋仲通りの線上にあります。

今も昔も人々が行き交う道に地域の歴史 

を感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○砧第二出張所時代（昭和 22年～平成 3年） 

 昭和 22 年 6月 砧第二出張所開設。砧支所管内の粕谷、八幡山、廻

沢、船橋を管轄する。（廻沢は昭和 46 年に千歳台

と住居表示変更） 

○砧総合支所開設以降（平成 3年～現在） 

 平成 3 年 4月 船橋出張所開設。砧総合支所が開設され、砧第二出

張所は「船橋出張所」となる。粕谷と八幡山は烏山

総合支所に。 

 平成 17 年 4月 船橋まちづくり出張所と名称変更。出張所改革によ

り7か所の拠点出張所と20か所のまちづくり出張

所に再編。 

 平成 21年 10月 船橋まちづくりセンターと名称変更。 

 平成 28 年 7月 社会福祉協議会船橋地区事務局がまちづくりセン

ター内に入る。 

 

船橋まちづくりセンター･「社協」･「あんすこ」が一か所に！  

熊谷 船橋まちづくりセンターは北へ２００メートルほど移

動し、「まちセン」「社協」「あんすこ」三つの機能がそろっ

た身近な相談窓口になります。 

 

松野 「まちセン」はまちづくりや暮らし、「社協」と「あん

すこ」は、高齢者・子ども・障害者などそれぞれ特色があ

ります。社協では地域福祉推進員、民生・児童委員など地

域の皆さんが開催している高齢者のサロンやミニデイ、子

育てサロンなどの支援をしています。そしてボランティア

希望の方のご相談や、就職に上手に結びつかない方への就

労相談などもお受けしています。 

 

菅佐原 船橋では、「あんすこ」と「まちセン」が別の場所で

あったため、「場所が分かりづらい」と言われることがあり

ました。「あんすこ」は高齢者福祉専門だと思われがちです

が、障害、母子など相談範囲は広く、個々のケースに関わ

ることも多いです。様々な形で地域のお役に立ちたいと思

っています。 

 

松野 ご相談にはいろいろなことが絡み合っていることが多

いですね。ご相談者が「不安なんだよね」とおっしゃった

とき、話しをよく聴いて、健康、家族、経済など「不安」

の背景を紐解いていくことが大切だと思っています。 
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船橋 4丁目、今の光リビングの近くに

あった砧第二出張所(昭和 36年) 

(写真提供・世田谷区立郷土資料館) 

4月、船橋まちづくりセンター新庁舎完成！ 

 

 

★新住所 〒156-0055 

船橋 4-3-2（共通） 

●「まちセン」 

電話:03-3482-0341 

FAX:03-5490-7031 

●「社協」 

電話:070-3946-9803 

FAX:03-6733-7973 

●「あんすこ」 

電話:03-3482-3276 

FAX:03-5490-3288 

小田急線千歳船橋駅 

新たに「準急」が停車 3/17 より 
 

代々木上原から梅ヶ丘間の複々

線での運転が開始されダイヤ改正

されます。千歳船橋駅の停車本数は

平日で 124本増、 

土休日は 156本増 

になります。 

菅佐原 住民の方に「あそこで、相談したら？」とクチコミで

繋いでいただけると、うれしいですね。どんなことでも、ま

ずご相談ください。 

 

松野 ご近所のつながりって大切ですね。船橋は「つながりの

ある街」だな、と実感しています。 

 

熊谷 ご近所付き合いが基本にあって、それを行政がサポート

させていただくということだと思います。防災で言われる

「自助、共助、公助」の関係は、普段の暮らしの面でも同じ

ではないでしょうか。新しい庁舎には、プライバシーを守れ

る相談ブースもできますので、敷居の低い相談窓口として、

お気軽にご利用いただければと思います。 

 

急ピッチで工事中の新庁舎は、「ひだ

まり保育園」のとなり。日当たりの

いい高台です(平成30年3月6日撮影) 

新庁舎が完成し、三位一体の「福祉の相談窓口」が４月２３日（月）からスタートします。どんな窓口なのでしょうか？ 

「船橋まちづくりセンター（まちセン）」熊谷文男所長、「社会福祉協議会船橋地区事務局（社協）」松野美香さん、 

「あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター・あんすこ）」菅佐原浩晴さんにお聞きしました。 

「あんすこ」 

菅佐原さん 

「まちセン」 

熊谷所長 

「社協」 

松野さん 



 

6 回目の｢3.11 を忘れない！｣ 千歳船橋駅前広場にて 

船橋地区町会自治会連合会と桜丘町会が呼びかけて地元諸

団体等で構成する実行委員会が主催するこの追悼イベント、

今年は 11 日(日)のみの開催とし、灯ろうの飾り方も変え、ポ

スター等も一新しました。追悼の演奏や合唱･詩の朗読等はほ

ぼ例年通りあり、14 時 46 分には全員で黙祷しました。 

募金の届け先『気仙沼あそびーばーの会』からは、プレー

リーダー（ＮＰＯプレーパークせたがやから派遣され、移住

した若者）を雇うため、遊び場に集まる地域の高齢者が運営

資金の捻出に一役買っていること等、展示の資料等も併せて、 

現地や会の実情なども紹介さ

れました。 

中学生･高校生･一般公募の

ボランティアの活躍もあり、1

日限りの「3.11を忘れない！」

に寄せられたお気持ちは 60

万円を超えました。 
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か
つ
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こ
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昭
和
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そ
し
て
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地
域
の
皆
さ
ん
、「
困
っ
た
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で
い
る
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と
思
っ
た
時
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ぐ
に
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橋
ま
ち
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く
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―
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に
行
こ
う
。
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に
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照
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船橋葭根会、スタンドパイプ消火訓練の実施 

3 月 10 日（土）、船橋葭根会（船橋５丁目、６丁目）が、

葭根公園で初期消火機材の操作訓練を行いました。火事が起

きて現場に消防車が到着し、消火活動が始まるまでには時間

があります。その間に、私たち地域住民が道路下に埋設され 

ている消火栓を開け吐水口にスタンド

パイプを立ててホースにつなぎ、消火

にあたるのです。 

 東京都の「地域の底力発展事業助成」

で 2 台購入したスタンドパイプ。容易

に取り扱いができ、2～3 人で放水で

きました。今後も防災機器の整備に重

点をおき、訓練により人と人とのつな

がりを深めていきたいと思います。 

地区の行事予定 

3/17(土) 歩こう会 成城周辺 

3/17(土) 砧地域ご近所フォーラム 成城ホール 

3/20(火) 中学校卒業式 船橋希望中学校 

3/23(金) 小学校卒業式 各小学校 

3/25(日) 子どもぶんか村発表会 千歳台小学校 

4/6(金) 小学校入学式 各小学校 

4/9(月) 中学校入学式 船橋希望中学校 

4/29(日) 北沢法人会フリーマーケット 千歳船橋駅前広場 

5/20(日) 古着・古布回収/ふなばしノミの市 管内６箇所/千歳船橋駅前広場 

5/27(日) 東京テラス防災訓練 東京テラス 

5/29(火) 健康講座（体力測定） 千歳温水プール 

6/3(日) あおばまつり 池田児童遊園他 

6/9(土) 子ども用品交換会持込 船橋まちづくりセンター 

6/10(日) エコフェスタちとふな 

/子ども用品交換会 

船橋小学校体育館他 

6/26(火) 健康講座（ヨガ） 千歳温水プール 

 

太鼓の響きで地域をつなぐ 
社会福祉協議会船橋地区事務局主催 船橋地区交流会 
1 月 20 日(土)、船橋小学校体育館には勇壮な太鼓の音が響き渡

りました。この交流会は、地域の人々が集うことで交流のきっか

けにしようと 6 年前から開催されています。 

都立深沢高校の卒業生で構成さ

れている「深沢組」の 15 人が、

時に立ち位置を入れ替えつつ5曲

を演奏。その後希望者も叩かせて

もらいました。パフォーマンスが

好評で、出演は 3 度目の深沢組。

あふれるパワーで、幼児からご年

配までの聴衆の心と身体をわしづ

かみにしていました。 

戦争体験を語り続ける   高橋久一さん 

地域や、小学校・中学校・高校の依頼を受けて、戦争体験を伝

える活動を続けてこられた高橋久一さん（葭根会）。2 月 17 日

（土）、世田谷区の平和都市宣言記念事業「ピースセミナー」で広

く区民の皆さんに講演されました。 

終戦の時１７歳の少年だった高橋さんが見た忘れられない光景

の数々。今の都立千歳丘高校の辺りに高射砲陣地が築かれたこと、

そこを目指して米軍機が戦隊を組んで飛来してきたこと、赤堤に

米軍機が落ちて米兵が連行されるのを見たこと、東京大空襲の直

後に仕事で深川に行き隅田川に浮かぶ遺体の山を見たことなど。

そして終戦の直前に、船橋に住んでいたアメリカの通信を傍受す

る仕事をしていた人から戦争に負けたことを知らされた、などの

貴重なお話しばかりでした。 

「戦争は何もいいことがない、戦争には反対です。」と率直な思

いを伝えられた高橋さん。これからもお元気で歴史の証言を続け

ていただきたいと思います。 

☆世田谷区立平和資料館（池尻・世田谷公

園内）では、高橋久一さんの証言を DVD

化し貸し出しも行っています。お問い合わ

せは☎3414-1530 まで。 

 

 

日赤社資平成 29 年度のご報告 

今年度も皆様方のご協力を得て、おかげさまで船橋地区の社資総

額は 1,395,925 円となりました。有り難うございました。 

被災地支援の人材・資機材の整備や献血事業等に使わせて頂きま

す。 

 

予告 お花見しませんか 

花まつり（千歳台廻澤町会） 

4 月 7 日(土)10 時～ 

 希望丘記念公園(千歳台 4-2-7) 

さくらまつり（船橋葭根会） 

4 月 7 日(土)11 時～ 

 葭根公園(船橋 6-21-7) 

迫力ある演奏に、観客の心と身体が

揺さぶられました 

予告 第 13 回子どもぶんか村発表会 

今回初！演劇くらぶの舞台に Jr.オーケストラと Jr.コーラスがコラボ

演奏で出演します。劇団「丸福ボンバーズ」福島三郎さんご指導のもと、

子どもたちは真剣に、そして楽しく！稽古に励んでいます。そんな輝く

子どもたちの姿をぜひご覧ください。 

他にも茶道、いけ花、かるた、科学、ものづくり、 

ボランティア各くらぶがお待ちしています。 

日時 3 月 25 日（日）9 時開場 13 時半まで 

会場 千歳台小学校 

※スリッパ・くつ袋をご持参ください。 

2 月に 90 歳になられた高橋久一さんが、

満場の参加者に戦争体験を語られました 

灯ろう流しにちなんで、川の流れの

ように灯ろうたちは置かれています 

葭根公園でスタンドパイプの

使い方をみんなで学びました 


